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:′lT～ 3/291こか !十 て導幸手の選動基りがとうござしヽま :ま た.3.黎ま2璽 もおいでしヽた

だき恐権で したcおか iギで、選回の議き草、庭本の枝の処理それ iこ 懸案だった風イ至1本の

処理が終わ りました。本当に助か りました。ありがとうございました。

3月 27～ 29の山仕事の写真をお送 りします。

3/27は、浜松市天竜区春野戦の尾上 さんのお契きで尾上 さんの「桜の重」のお花員に。

この日は、浜松市天竜区水窪町の元乙女の皆さんもご一緒され、しヽつも、猫の手の皆さ

んは車中で昼食をとつてきて くださるのですが、今回は水窪の昔さんが昼食を差 し入れ

てくださり我力ξ家でおいしくいただきました。すごt｀ ごちそうでした。昼食後、みんな

で尾上さん宅へ、尾上さんはご自宅の周 りや川向こうのご爾身の出に桜 を植えておられ、

以前、猫の手クラブとして川向こうの山の革メ11り をさせてしヽただしヽたのですが、その山

繹桜もちょうど満覇で員事な借景とな■,て おりま した。尾上喜ん命熱意 と努尭轟曇易物で

地嶽 長董寺)の 宝物だと感 じました。

お花見のあと、尾上さん宅をすこし早めにご無礼 し、買物班 と作業班の 2班に分かれ、

作業班 :こ :よ妻が家の欝菫の庭本の埋 りつ:ボな喜の技処撃を基達いしまし亀 i

次の 3/28の 手前中 3/271こ や りおおせなかつた前庭の枝処理を引き続 きお順いしま し

た。前庭にいつぱいだつた枝が葉の部分と枝の部分にきれいに整理され見事に片付きま

した。昼食は我が家の茶国の桜の下で尾上さん差入の助六寿司をいただき、午後は前回

:こ 署|き 続きタチバチツクリの風倒木の処理をお悪し
｀ヽ
しました。

最終日の 3/291ま昨日に引き続きタチバナツクリの風倒本の処理をゃっていただきま

した。おかげで長年の懸案だつた風倒本の処理が終わ り我が家の前庭といい、タチバナ

ツクリの荒れ豊としヽしヽきても奇麗にな りました。皆さん :こ 感謝以外の何ものでもありま

せん。感激の極みです。

そして、今回も皆さんよりたくさんの差入をしヽただきました。

○ イ弄藤康江さんよ li、 シウマイ
'籍

○ 内露美智子さんより、米皮鐘叢 15優

○ 尾上美智子さんより、助六寿司、青練 り__カ ステラ、椎童、 |リ ンゴジュース

○ 久米真尋さんより、そ{ゴつ籍 (ダ シ、力ニシ)、 落花生と千タケノ菫!二 煮物、手作 リ

:車画乍、ヮサ 菫
‐
i童 !ナ 、朝環の焼[1,壼 |十

○ 袴囲克己さんより水窪の栃餅 10個 入一縫

O 水窪の光乙女の皆 さん (守屋千づる、熊谷道子、竹中礼子、中谷今朝菊さん)よ り、

ぉ寿司 (ち らし寿記,お稲荷さん).〆 箭.黒豆勢きな誇.お磯物 (推茸、三つ葉)、 コ環ツ

ケ.ぬた (分葱.ホ タルイカ.イ カ)、 卜1」 ジン ボタモチ (あんこ.き な粉).煮豆

しヽずれも何よりのごちそうで美味 しくいただきました。皆さんの猫の手へのお気通い

|二 感鋤です。ありがとうございました拿

令和 4年 4月 2囲

鈴木厚正様

鈴木正士

|,


